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１．ＮＥＣビッグローブの紹介
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ＮＥＣビッグローブ株式会社の概要

会社名

ＮＥＣビッグローブ株式会社

設立日

２００６年７月３日

資本金

１０３．５億円

従業員

約５００名＋５００名

★会員数 約2000万人

５％ 2.5％

５％ 2.5％

７％

ＥＣ・コンテンツ
事業

ネット金融
関連事業

ブロードバンド
広告事業

７８％
http://www.biglobe.co.jp

X％ 株主出資比率
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３本柱で事業を拡大

「ＩＳＰ事業」 「ブロードバンドメディア事業」 のＢ２Ｃ事業により
ＢＩＧＬＯＢＥプラットフォームを強化

このプラットフォーム による、企業向けのユニークな
「プラットフォームサービス事業」を展開

ＢＩＧＬＯＢＥプラットフォームＢＩＧＬＯＢＥプラットフォーム

ＢＩＧＬＯＢＥＢＩＧＬＯＢＥの事業

映像配信
管理
映像配信
管理

ＤＲＭ機能ＤＲＭ機能広告
管理
広告
管理映像配信

基盤
映像配信
基盤

課金
管理
課金
管理 Ｗｅｂ

ポータル
Ｗｅｂ
ポータル

会員
管理
会員
管理 認証

管理
認証
管理

コンテンツ管理顧客ＤＢ、課金・認証

プラットフォーム
サービス事業

ブロードバンド
メディア事業

ＩＳＰ事業

･ブロードバンド広告

・コンテンツ/ＥＣ

・ネット金融関連

・コミュニケーションサービス

・セキュリティサービス

・インターネット接続
サービス
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プラットフォームサービス事業

Streaming

会員コミュニティ
ソリューション

Community

映像配信
ソリューション

モバイル
ソリューション

Mobile

Ｅマーケティング／
ＥＣソリューション

ＳＯＨＯ向け
インターネットサービス

ブログ基盤、
会員管理基盤
など

日本テレビ放送網様 法学館／伊藤塾様 東京放送様 昭文社様テレビ朝日様

セコム様 大手流通業者様ワコール様
「ＢＩＧＬＯＢＥ
オフィスサービス」

e-marketing/e-commerce Broad-Band Internet

様々な企業のネットサービスを支えるＢＩＧＬＯＢＥプラットフォーム様々な企業のネットサービスを支えるＢＩＧＬＯＢＥプラットフォーム

 インターネット事業者としての実績やノウハウを活かした
プラットフォームサービスの提供

ワンストップで提供

ﾗｸﾞﾋﾞｰﾌｯﾄﾎﾞｰﾙ協会様
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新たな企業ニーズに対応するＳａａＳ展開

 ＳａａＳ化の潮流を先取りしたプラットフォームサービスの拡充
 パートナー企業との連携による次世代Ｗｅｂサービスの提案

連携ＡＰ

外部システム

ＷｅｂＡＰＩＷｅｂＡＰＩ

ＢＩＧＬＯＢＥプラットフォームＢＩＧＬＯＢＥプラットフォーム

連携ＡＰ

外部システム

連携ＡＰ

外部システム

認証

データセンタ ホスティング

情報分析 パーソナライズ

セキュリティ

ＢＩＧＬＯＢＥプラットフォームＢＩＧＬＯＢＥプラットフォーム

ＷｅｂＡＰＩＷｅｂＡＰＩ

ホスティング

認証 情報分析 パーソナライズ

セキュリティデータセンタ

ＷｅｂＡＰＩＷｅｂＡＰＩ

ホスティング

認証 情報分析 パーソナライズ

セキュリティデータセンタ

ＢＩＧＬＯＢＥプラットフォームＢＩＧＬＯＢＥプラットフォーム
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先進的な技術基盤の積極的採用

仮想化OS 仮想化OS

データセンターサーバ群

自律システム ＢＩＧＬＯＢＥ標準リソース

仮想サーバ緊急増設

「仮想サーバ導入」

サーバリソースの
有効活用

「ＢＩＧＬＯＢＥ
自律システム」
負荷変動への
動的対処

グリッドコンピューティング

Webサーバ

Webサーバ

ストリーム
サーバ

ストリーム
サーバ

シングル
ネーム
スペース

PCサーバ

PCサーバ

ファイルシステム
構成管理ファイルシステム
管理サーバ

PCサーバ 全体で１つの
仮想ファイルシステム

分散仮想ストレージ

 瞬間的なフラッシュピークに対応するグリッドコンピューティング技術
 大容量データの利用ニーズに応える分散仮想ストレージ技術

動画配信
ＷＥＢメール

データバックアップ
ＪＳＯＸ対応

大容量サービス例
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ブロードバンドメディア事業

「映像コンテンツを核としたブロードバンド・メディア」

を確立し、広告事業、ＥＣ事業、有料コンテンツ事業を

多層的に展開

ブロードバンドメディア

ＥＣ
（オンデマンド・ショッピング）

有料コンテンツ
（Ｖideo Ｏn Ｄemand）

コンシューマ

無料コンテンツ
（広告）

プラットフォーム 機器連携ソリューション

アライアンス
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【参考】動画ポータルサイト 『ＢＩＧＬＯＢＥストリーム』

視聴登録者数視聴登録者数約１０００万人約１０００万人
以上以上

視聴登録者数視聴登録者数約１０００万人約１０００万人
以上以上

月間月間5,0005,000本の動画配信本の動画配信月間月間5,0005,000本の動画配信本の動画配信

完全無料の動画配信サイト完全無料の動画配信サイト完全無料の動画配信サイト完全無料の動画配信サイト

http://www.broadband.biglobe.ne.jp

番組ページ 社会、経済、芸能など最新ニュースから、
映画、音楽、アニメなどのエンターテイン
メント番組、また旅行・地域、趣味などの
ジャンルも揃え、毎日欠かせない最新情
報、生活を楽しくする情報を無料配信
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【参考】アニメ、ドラマ、音楽、ニュース等多彩な動画を配信

中島みゆき 松任谷由美

倖田來未 MusicEX
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２．インターネット事業の課題
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インターネットプロバイダ（ISP）を取り巻く課題・難題

ダイヤル・アップ⇒ADSL⇒ＦＴＴＨと
減少し続ける収入単金

インターネット広告の寡占

増大するトラヒック対策

アドレス枯渇によるＩＰｖ６化の負担

ＮＧＮによるＩＳＰへのインパクト

深刻化するセキュリティ対策

クロス・アプライアンス（端末の多様化）対応
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課題１

ダイヤル・アップ⇒ADSL⇒ＦＴＴＨと
減少し続ける収入単金

ＩＳＰ事業が“ｃａｓｈ ｃｏｗ”のうちに

次なる新天地を築き得るか？

それにしても日本のネット事業界の
アンバランスはひどすぎる（次頁）
何故こんなことになったのか？
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課題２

インターネット広告の寡占

ユーザのトップ･ページ設定に対する無意識

ヤフー・ジャパンの利益率は５０％、
その他各社 (ｅｘ．ニフティ)の利益率は１％
然るに、設備関連費用は売上げの

数％？ ｖｓ 数１０％
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【参考】 駅広告にこんなのまで登場（ISPの苛立ち？）！
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課題３

増大するトラヒック対策

とうとう全国で1テラ（1兆）ビットに達する
でも、その実態が問題
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インターネットトラヒックの状況
（１）P2Pのトラヒックは依然多く、増え続けている。

（以下３枚は出典： JAIPA日本インターネットプロバイダ協会)

ある大手ISPの状況（帯域制御なし）
 下り：2007年10月：44％＞2008年4月47％
 上り：2007年10月：71％＞2008年4月76％

 上りは9ヶ月で1.3倍と増えており、2008年4
月時点では上り下りの総容量はほぼ同等

 Ｐ２Ｐアプリは、BitTorrent, shareTCP,Winny
が多い

下り

P2P
47%

それ以外
53%

上り

P2P
76%

それ以外
24%

下り： ISPからエンドユーザー向け

上り： エンドユーザーからISP向け

2008年4月時点の帯域に占める割合(bps)
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You Tube動画
(384Kbps)１本
（5分）視聴で生
じる転送量は

14MByte

A) あるISPの調査では上位1%のユーザがトラヒックの51％以上を占有

B) 別なISPの調査では、上位3%のユーザがトラヒックの85％を占有

（２）一部利用者によるトラヒックの占有（下り）

全ユーザの平均転送量は
172MByte
(上位1％を除くと84MByte)

一番多いユーザの
転送量は67GByte
（全ユーザ平均の
380倍、上位1%を
除くと771倍） ある県のPOI 約1万人の利用者の上位5%についてグラフ化

（全体だとグラフがほとんど下に張り付いてしまうため上位5%のみを抽出）

ISP Aにおける調査(24時間のユーザ毎の下
り転送量） (P2P帯域制御後) 2007年10月

平均で
380倍
の格差

単位：GByte

上位から５００
番目で約
530MByte

POIはPoint of 
Interface: NTT東
西地域IP網との
相互接続点

ISPからユーザにむけてのトラヒック

利用者全体の5% ここまで
でトラヒックの71%を占有

利用者全体の1% ここまで
でトラヒックの51%を占有
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A) あるISPの調査では上位１％のユーザがトラヒックの83％以上を占有

（３）一部利用者によるトラヒックの占有（上り）

全ユーザの平均転送量は
120MByte
(上位1％を除くと19MByte)

一番多いユーザの転
送量は107GByte
（全ユーザ平均の932
倍、上位1%を除くと
5753倍）

ISP Aにおける調査(24時間のユーザ毎の上
り転送量） (P2P帯域制御後) 2007年10月

平均で
932倍
の格差

単位：GByte

上位から５００
番目で約39M 
Byte

POIはPoint of 
Interface: NTT東
西地域IP網との
相互接続点

ユーザからISPにむけてのトラヒック

利用者全体の1% ここまで
でトラヒックの83%を占有

ある県のPOI 約1万人の利用者の上位5%についてグラフ化
（全体だとグラフがほとんど下に張り付いてしまうため上位5%のみを抽出）

平均すると常時
10Mbps(コンテンツ事
業者向け料金では月
額20万円程度）

例） 個人向け契約回線を利用して、動画コンテンツを提供している事業者？
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トラヒック負担に対するいろんな意見！！

さすがに、こうした現象（特に日本がひどいが）
に対し、欧米でも日本でも

「ネットワークただ乗り問題」

「インターネットの中立性議論」

（要は受益者負担論）が巻き起こってきた

いずれにしても、誰かがネットワークを支え
ないと、国の根幹がおかしくなる！
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 米国は特に９．１１を契機にそのことに気付き、大きな
戦略転換をしつつある

 欧州はもともと日本の「世界で一番安くて速い」イン
ターネット事業を冷徹な目で見ている

 それでは、日本のインターネット事業はどうすればよい
のか？

 ネットワーク設備をきちんと構築し、その上でサービス
を提供している事業者が報われることが望ましい

 技術開発力もそれによって維持・向上する
 米国では
下位レイヤ組（AT&T、ベライゾンなどのキャリア）
上位レイヤ組（グーグル、ヤフー、マイクロソフト等）
バランスのとれた競争政策が進んでいる結果、実力的に
常に世界の先端を行っている
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課題４

アドレス枯渇によるＩＰｖ６化の負担
割り当て済みアドレスの５５％は米国
（日本の約10倍）
従って米国は2012年までの段階的移行
日本は2010年半ばから枯渇

IPｖ６のサービス・メリットは大きい（後述）
しかし、単純にｖ４と繋がらないのが問題

プロバイダにとっては負担増の上に
“中抜き”の畏れ！
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ＩＳＰにとってはアドレス枯渇問題が焦眉の急

32bit（232個） ⇒ 128bit （2128個）
 IPv4： 4,294,967,296 個
 世界の人口： 約 6,000,000,000 人

（IPv4）バケツ1個の中の砂粒
⇒ （IPv6）太陽の体積分の砂粒。

（IPv4）長さで1mm
⇒ （IPv6）銀河系の直径の84,000倍。

IPv6： 340,282,366,920,938,463,463,374,607,431,768,211,456 個
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IPv6：双方向の通信
・情報家電やモバイル端末が接続し双方向に通信
・従来の形態に加えて、新しいインターネット

ビジネスが創造される （＊以下４頁はNTTコム時代の資料）

携帯電話網
リモート
メンテナンス

リモート
コントロール

データ交換

リアルタイム
配信

端末間での
End-to-Endセキュア通信

LAN

情報家電

モバイル端末

OA機器

NAT

IPv4IPv4
IPv6IPv6

プライベートアドレス

IPv4 : 片方向の通信
・ NATの存在により、
クライアント＆サーバ型の
ビジネスモデルを強いられる

×

IPv6が創造するインターネットビジネス＊
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アドレス長が32bit（232個）から128bit （2128個）に大
幅拡大

無尽蔵に使えるグローバルアドレス

プラグ＆プレイ機能を標準装備
簡単にアドレスを自動設定

セキュリティ機能（IPsec）を標準装備
世界共通のセキュリティ仕様

通信品質を保証するための機能を標準装備
 トラフィックに応じた品質管理が可能

マルチキャスト機能を標準装備
ストリームデータの送受信が簡単に可能

ＩＰｖ６の特長

IPv6ネットワーク
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ＩＰｖ６のメリットを発揮できるニーズ

 新しい端末の接続
 AV機器、情報家電、センサー、リモコン

 外から屋内へのアクセス
 リモートコントロール、遠隔監視

 個の連携
サークルメンバ、親戚間、取引相手

インターネット

IPv6IPv6
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課題５

ＮＧＮによるＩＳＰへのインパクト
これもISP“中抜き”の畏れ
しかし、BIGLOBEは積極的にコミット

NTTのリーダシップとパートナーシップ

iモードの教訓 （アプリは多くの人の知恵が大切な時代）

NTT研究所の総力再結集への期待

５年後以降の洞察も怠りなく
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個人にとっても企業にとっても、ネットがもたらす価値が増大

個人のライフスタイル、企業のビジネススタイルに大変革をもたらす

ＮＧＮ （Ｎｅｘｔ Ｇｅｎｅｒａｔｉｏｎ Ｎｅｔｗｏｒｋ）

ＮＧＮ

►品質保証「ＱｏＳ」
►セキュリティ／信頼性
►ＩＰベースの統合ネットワーク
►オープンなインターフェース

実現力の進化

ＮＧＮとは、“実現力”を進化させる新たな原動力
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ＮＧＮＮＧＮ とと ＴｈｅＴｈｅ ＩｎｔｅｒｎｅｔＩｎｔｅｒｎｅｔ の関係の関係

ミッションクリティカル
帯域保証品質重視

安さ重視
マネジメントの高度化

セキュリティ

ギャランティ型サービスベストエフォート型サービス

有料無料

ブログ
/ＳＮＳ

映像 ゲーム ＥＣ
・・・

・・・家電メンテ セキュリティ在宅医療 企業イントラ

ＮＧＮＴｈｅ Ｉｎｔｅｒｎｅｔ

様々なニーズ

分散と協調

BIGLOBEなどの
サービス事業者

Ｔｈｅ Ｉｎｔｅｒｎｅｔの誰もが参加できる環境（広さ） と、

ＮＧＮが提供するクオリティ（深さ） が協調し、

多様なユーザニーズを満たすソリューションが実現していく世界へ

►ユーザはネットワークを意識することなく最適なサービスを享受
►ネットワークと端末の関係性が進化する
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ＢＩＧＬＯＢＥのＮＧＮ対応戦略の方向性ＢＩＧＬＯＢＥのＮＧＮ対応戦略の方向性

①ＢＩＧＬＯＢＥプラットフォームへのＮＧＮの活用（配信基盤等）

②ＮＧＮを活用した独自のユビキタスサービスの提供（端末連携等）

③ＮＧＮを活用したソリューションサービスの拡充（サービスメニュー化）

④パートナーとの連携による多様な次世代サービスの提供

ＢＩＧＬＯＢＥ
プラットフォーム

自主
サービス

ＮＧＮ （通信キャリア各社） ①

②

プラットフォームコンポーネント

パートナーソリューション事業者 ③④

ユーザ

企業 コンシューマ

顧客ＤＢ
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サービス基盤（SDＰ）

ESB

BIGLOBEプラットフォームとNGNとの連携

ＢＩＧＬＯＢＥ ＳａａＳ基盤

ＢＩＧＬＯＢＥ ＳＤＫ

コネクタ
WebAPI  

共通ｻｰﾋﾞｽ基盤ｻｰﾋﾞｽ基盤

ESB：メッセージ交換バス API 

ネットワークインフラ

ネットワーク制御基盤（IMS）

ＥＮＢ （ネットワークサービス基盤）

ＥＡＰ

サービスＡＰ基盤

情報活用／管理基盤 ユビキタス基盤 動画基盤

サービスプラットフォーム

個別
サービス

個別
サービス

個別
サービス

・・・

契約

API 

認証

課金

会員

決済

商品

メール

API 

動画

ﾚｺﾒﾝﾄﾞﾚｺﾒﾝﾄﾞ

サーチ

投票

CGM 

規定・運用

API 

運用・監視

コールセンタ

標準ルール類

インフラホスティング独自ミドルウェア

ハウジング

独自HW、OS
ホスティング

ＮＧＮサービス基盤

ＮＧＮ
サービス

ＮＧＮ
サービス

・・・

クライアント



NEC BIGLOBE

認証、他

ＮＷＮＷ

認証、他 認証、他

ＮＷＮＷ

認証、他

・ISP事業者の中抜き化
・大容量データ配信技術（P2P配信の台頭）
・MVNOの立ち上がりによるモバイル、FMC等の普及

現在の接続（ISP)サービス NGN時代のISPサービス

ＮＧＮ等による業界構造の変化

ＮＷ

認証

ＮＷ

→ 次世代のISPに向けた取り組み、仕込みが必要

Aキャリア Bキャリア

ＩＳＰ NW

認証

Ｔｈｅ Ｉｎｔｅｒｎｅｔ

ＤＣ
データ配信

ＮＷ

認証、他

ＮＷ

Ｔｈｅ Ｉｎｔｅｒｎｅｔ

ISP/ＤＣ

認証、他

MVNO

大容量データ配信

取り込み取り込み

MVNO
MVNE
PFPF提供提供

ハンドオーバーハンドオーバー
ハンドオーバーハンドオーバー

BIGLOBEBIGLOBE

BIGLOBEBIGLOBE

BキャリアAキャリア

NGN NGN

他社
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NGNにおけるアプリケーションのオープン化と新サービス
（以下４枚は出展：テレコム･サービス協会．．．NTTへの要望）

改めて、APLのオープン化に向けたご検討をお願いしたい
NGN発展のためにはサービスプラットフォームでの競争が必要
そのためのAPIとしてISCに準じるインタフェースを公開していただきたい
少なくとも、SaaS over NGNが実現できるAPIの提供を要望

ISC:IMS Service Control

法人ユーザ向けデータ通信サービスの提供
現状におけるNGN特有のサービスは電話と映像配信のみ
法人ユーザの期待はNGNでのデータ通信サービス
「NGNならでは」の新しいデータ通信サービスの提供を期待

(QoSの提供、オンデマンドでの利用、など)

新サービス情報紹介のお願い
8月開始のフレッツ・VPNワイド、今秋提供される新サービスについてテ
レサ協会員向けに説明会を実施していただきたい

可能であれば、今後提供予定のサービスについても情報提供を
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APLオープン化によるFMCの実現

(移動)NGN事業者

転送機能

サービス制御機能

加入者情報

APL APL APL

(固定)NGN事業者

転送機能

サービス制御機能

加入者情報

他のNGN事業者

転送機能

サービス制御機能

加入者情報

NNI NNI

サービスプラットフォーム

ANI

ISC?

●FMCの実現をはじめ、NGN事業者間にまたがるシームレスサービスの実現

●サービスプラットフォームはNGN事業者とは独立した構造が必要

サービスプラットフォーム事業者に
とっては、各NGNキャリアが提供す
るAPIが共通であるべき

→標準化されているISCが候補

APL提供者から見れば、こ
のインタフェースも共通化
が望ましい

→Parlay X＋α?
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NGN接続ルールに係る協会提案

UNI
転送機能

転送制御機能

アクセス網

ネットワークを保有しないプラットフォーム事業者のための接続インタフェース

提案① サービス制御機能の利用に係わる垂直的な接続

提案② サービス制御機能の利用に係わる水平的な接続

アプリケーション・
サービス支援機能

サービス制御機能

ANI

NGN事業者

コア網

出典： ITU-T勧告Y.2012(NGNリリース1の機能要件条件とアーキテクチャ)の図1を基に作成

プラットフォーム事業者

NNI
ISC NNI

他網

提案①

提案②

ISCはNTTのSNIに近いが、
SNIはSIP制御信号だけで
はなくメディア情報を伴うな
ど、UNIの一種と考えるべき

アプリケーション

ISC: IMS Service Control →3GPPおよびITU-Tで規定されるサービス制御機能(IMS)の上位インタフェース

2007年の「NGNに関わる接続ルールのあり方」への提言
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*1: 特定の条件に一致するメッセージを受信した時にアプリケーションサーバに通知する機能

NGNのサービスプラットフォーム

OSA: Open Service Architecture/Access

NGNでは、ネットワークの情報・機能をサービスプラットフォームとしてWebサービス化し、
ANIを介して第三者が新たな付加価値サービスを創造する仕組み（NGNではサービス
プラットフォームと呼ばれる）を規定

サービス制御機能

Parley OSA

Parley-X Web Services

Parley-X API 

OSA API

ISC(SIP)

第三者が提供する特
定APLサービス

NGNを活用するための
共通的なAPLサービス

APLサービス支援機能
(SIPアプリケーションサーバ)

ユーザ認証 第3者発呼 ショートメッセージ

マルチメディアメッセージ ユーザ状況 支払

課金管理 位置情報

Web Application

Parley

Application

SIP

Application

呼制御 モビリティ データセッション制御

メッセージング プレゼンス 端末状況

課金

・・・問合わせ セッション制御(フィルタリング *1) イベント通知

・・・

・・・

他網から NNI NNI
他網へ
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課題６

深刻化するセキュリティ対策

“犯罪のビジネス化”！！

コンピュータウィルスを使った犯罪の
大規 模化と犯罪組織によるビジネス化は
必至

個人情報が売られ、ボットを感染さ
せる組 織と、それを使って脅迫や詐欺
を実行す る組織の分業化も進展
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(例）ボット感染通知システム

Ｔｈｅ Internet

BIGLOBE

BIGLOBEのセキュリティへ・サービスの取組み例

フレッツ網

マネジメント
サーバ

ＢＩＧＬＯＢＥ

ユーザ
ＩＤ

アドレス情報

感染ログ

制御
情報

Radius

感染ユーザ

【警告】
ボットに感染しています
以下URLで対処ください

http://bot-taisaku.jp

一般ユーザ

Redirect

Honeypot

優先制御機能を積極的に活用して、セキュリティサービス強化

不正アクセス防御

詐欺サイト接続防止

今やインターネットを流通
する電子メールの8割以上
がスパム（迷惑）メール

技術を誇示する愉快犯から
金銭搾取を狙う犯罪への移
行はますます進む

不正に入手した情報が売買
される闇市場規模は既に
米国では6兆円！
いずれ日本も！？
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有害サイト規制法の成立（２００８．６．１１）

携帯電話会社のフィルタリング義務付け

サイト管理者の有害情報削除努力義務

PCにフィルタリングソフト標準搭載義務
内閣府に対策会議

公共団体の民間支援

フィルタリング調査･普及機関の登録
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課題７

クロス・アプライアンス（多様化する端末）対応

変革のチャンス

新たなモバイル・サービスによる

・ビジネス・ユースの新規開拓
・アクティブ・シニアの充実ライフ
・若者モードの波に乗る
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背 景

クラウドコンピューティングクラウドコンピューティング
インターネット上の分散コンピュータで処理・データ保存インターネット上の分散コンピュータで処理・データ保存

カーナビデジカメスマートフォン Eye-FiDPFMIDUMPC chumby

アプライアンスアプライアンス
多品種登場、低価格化、特定機能化、ネット連携化多品種登場、低価格化、特定機能化、ネット連携化

接続回線接続回線
20092009年年次世代無線通信次世代無線通信MVNOMVNO開始（開始（WiMAX/WiMAX/次世代次世代PHSPHS））

20122012年年 LTELTE商用開始（モバイルで高速商用開始（モバイルで高速100MB100MB超実現）超実現）

20082008年年 Google App EngineGoogle App Engineを一般公開を一般公開

20102010年年 NGNNGN全エリア展開。全エリア展開。20112011年年IPv6IPv6本格普及開始本格普及開始
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アプライアンスサービスの可能性

《《現状現状》》

The Internet

アプライアンスアプライアンス ネットサービスネットサービス回線サービス回線サービス++ ++

ネットアプリ/ 
サーバ/ストレージ「あんしん・かんたん」「あんしん・かんたん」

回線サービス回線サービス

「こんなの欲しかった」と言われる一体型商品の提供「こんなの欲しかった」と言われる一体型商品の提供

バーチャル垂直統合モデルバーチャル垂直統合モデル

PC向けサービス
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アプライアンスサービスのイメージ

アプライアンスアプライアンス ネットサービスネットサービス回線サービス回線サービス

FTTH/
モバイル

②②専用アプリケーション端末専用アプリケーション端末

①①汎用インターネット端末汎用インターネット端末

③③汎用小型デバイス汎用小型デバイス

シンクライアント/HDD非搭載 FTTH/モバイルBB回線 ネットアプリ/ネットストレージ

The 
Internet

My
ホーム

My
サーバ

My
ストレージ

セキュリティ My
ニュース

エンタメ 健康 CGM

FTTH/
モバイル

The 
Internet
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“クロスアプライアンス”サービスの具体例

①事前に
ＰＣで予約
～宿泊予約など～

「おでかけ情報サービス」「おでかけ情報サービス」

③旅行先は
携帯端末利用

～ＧＰＳを活用した情報検索、
写真・ｸﾁｺﾐ投稿など～

④帰宅後にネットＴＶ
で思い出を楽しむ

～ﾌﾞﾛｸﾞ、ｵﾝﾗｲﾝｱﾙﾊﾞﾑ等～

いつでも・どこでも、シームレスに情報活用
⇒楽しみや感動を実感するサービスを実現

②移動中はカーナビ、
携帯端末で確認
～旅程表、地図など～
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４．もっと大きな課題
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2010、１１年に向けて

「情報通信法」のインパクト

NTT経営形態見直しの着地点
アナログ放送停波の余波

日本の電機メーカーの行く末

韓国、台湾、中国の競争力

日本の創造性・技術開発力の方向

日本の情報通信関連産業の
“グローバル・アイデンティティ”
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 メディア事業（放送、新聞etc.）の変調と通信･放送
（含むCATV）業界の再編？

金融崩壊による実体経済インパクトの中でインフラ
事業者の相対的安定性とネット代替性の不可逆化
によるメディア事業のさらなる凋落？

産官、民民一体戦略を妨げる日本の国際感覚？

いよいよ電機メーカーの本格的な存亡試練？

 NTT議論棚上げによる楽観論が産業的には問題？
プロバイダにとっては「試練」の「機会」化が重要！
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５．まとめ
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サブプライム問題とＩＴ（ＩＰ）事業の将来（私の持論）

米国のサブプライムローン問題は、住宅価格の下
落による個人資産の破綻以上に、ローンを証券化
したことに伴う担保証券価値の下落（ＡＡＡ格でも
昨夏以降4割下落）によって金融界への影響波及
が大問題

昨年夏以降、世界で約1兆ドルの損失（IMF)
昨今の住宅公社、LB、AIGなどまだまだ余波は続く
信用減すなわち金融サイクルの縮小
ひいては金融機関そのものの危機

銀行の貸出限度規制から“貸しはがし”か
“資本増強”を迫られる

 ＦＲＢ等は金利引下げでフロー増狙い、資本注入
しかし担保不足で資金調達もシンジケート・ローンも
共に困難な事態も
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これが長期化すると大恐慌？！

世界経済はこれほどの変調をきたしているの
に日本は「20年前の競争原理」主義？の罠に
はまっていないか？

ＢＲＩＣｓの台頭によって救われる面（貿易拡大
効果）はあるが、資源も食料自給もない日本
が巻返すには、如何にITイノベーションを進め
るかが大きな根幹のはず

然るに（一部例外を除き）情報通信関係はタダ文化
が横行！産業基盤としての価値復権を！

若者はＩＴ革命の旗手としての情熱と実力を！
それを再評価する社会を！
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最後に私の主張（日本の情報通信産業活性化のために）

「通信の秘密」の原点（真の自由と公益）に
立ち戻り、行き過ぎた「個人情報保護法」
（某氏曰く、現代版「生類憐れみの令」）を
見直し、
先進国の中でも日本が最も遅れをとっている

国民ID
を導入し、悪平等でなく、真に公平な社会を
改めて実現することが、
技術者のインセンティブ向上、世界の中にお
ける日本のIT産業復活、（今後益々増大する
懸念の）ネット犯罪抑制につながる！
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